
常
時
鞠
泡
人
は
口
癖
の.1
如
-
英
鞠
の
凋
逸
包
囲
政
策
を
説
い
た
が
.
基
hh.岡
の
敵
も
･#
骨
に
執
っ
た
包
園
改
発
は
地
沸

上
の
関
係
か
ら
題
っ
た
鴇
陶
の
侵
出
に
封
す
る
も
り
で
あ
っ
て
'
替
膿
共
和
陶
の
出
現
を
見
た
今
=
の
封
兼
は
以
前

よ
-
も

1
層
両
倒
ど
な
っ
て
凍
て
ゐ
る
｡

之
を
要
す
る
に
太
卒
洋
上
に
顔
を
出
し
た
三
大
穐
民
帝
陶
が
各
薫
っ
た
種
路
を
辿

っ
て
現
状
に
費
展
し
凍
っ
た
も

の
で
､
各
島
研
ぎ
短
所
が
あ
る
か
ら
.
著
し
滑
水
衝
突
を
見
る
ど
し
て
も
従
来
掩
蔽
の
祝
し
た
如
き
成
行
に
な
る
か

香
か
は
全
-
想
像
が
つ
か
ぬ
｡

(

完
)

-

堺

市
囲

遮

磐

井

地

質

上

治

寅

次

郎

E
.
文
献

堺
市
地
異
に
開
し
て
は
地
下
水
'
港
麿
に
開
し
数
楯
の
資
料
が
あ
る
｡
ウ
イ

リ
ア
ム
ガ
タ
ラ
ン
ド
堺

市
地
下
水
調
査
(
明
治
十
六
年
)
.
エ
ド
ム
ン
ド
ナ
ウ

マ
ン
堺
市
術
非
水
改
良
菜

(明
治
十
六
年
地
博
調
査
所
年
報
第

7
統
)
現
壁
土
佐
藤
体
減
氏
地
下
水
閑
雲

大
正
三
年
地
雷
網
悪
所
報
告
窮
四
七
撃

,
工
率
博
士
小
川
梅
三
郎
氏
及

大
阪
府
技
師
矢
野
藤
東
成
港
溜
閑
雲

大
垂

二
年
三

軍
博
士
比
企
忠
氏
堺
市
上
水
道
盤
井
地
質
綱
要

大
正
八
年
)
0

以
上
の
多
-
は
堺
市
役
所
に
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
｡

叫
て

聾
静

右
の
文
献
以
外
に
資
料
に
供
し
た
峯
升
新
料
は
次
の
八
佃
で
あ
る
0

堺
市
E
転

塾
非
地
質

孟
?

〓
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批
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345678

地

球鞄

非

名

祁

堺

市

上
水

道

水

城

地

大
岡
電
力
我
孫
子
弊
電
炉

堺

市

天

王

試

掘

堺

田
大

和
川

染

工

場

宇

治

川
聡
免

軽
電

朗

右

枠

.g

糖

封

骨

祉

日
本
ベ

ル
ベ

タ

ー
曾

虻

大
桐
電
燈
右

枠

坦

電
朗

鰐
六
各

便

紀

市
内
菅
ケ
虎
町

大

和

川
北

方

市
内
管
ケ

丘
町

大

和

川

筒

岸

市

外

大

豆
塚

摂

苛

町
右
枠

市

内
束
輯

町

坊

帝

町
右
枠

第
四
舵

托
度
(尺
〕

九
三
九

萱
八

六 六 一L-ニ 四 ･七 九
一 一 〇 〇 二 二
二 五 六 〇 五 一 〇

以
上
の
中
川
は
挽
度
大
な
る
上
'
地
下
採
集
の
標
品
各
部
を
保
存
し
.
四
は
代
表
的
標
品
を
'
刑
は
精
細
な
る
.ポ

ー
リ
ン
グ
の
記
鉄
を
保
存
L
t
其
他
の
整
非
で
は
ブ
ル

ユ
ー
プ

リ
ン
ー
其
地
盤
考
資
料
が
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
｡

器
,
地
質

以
上
を
綜
余
し
て
考
ふ
る
に
餅
市
附
近
の
地
下
暦
は
秒
棟
及
粘
土
の
互
膚
よ
-
成
-

'
介
顔
及
璃
物

破
片
を
含
む
数
枚
の
地
層
が
あ
る
.
粘
土
層
は
童
だ
し
て
紛
青
色
で
砂
磯
膚
よ
-
も
厚
-
.
軟
市
上
水
道
婁
井
で
は

九
三
九
尺
中
六
三
九
◎
六
尺
を
占
め
二
九
九
◎
四
尺
は
妙
趣
暦
で
あ
る
｡
砂
塵
暦
は
帯
水
層
で
あ
る
か
ら
該
膚
二
一
膚

中

一
五
膚
の
地
下
水
を
探
っ
て
止
水
だ
し
て
使
用
し
て
ゐ
る
｡
石
鍵
晒
精
製
昏
敵
の
記
銘
に
上
れ
ば
地
下
三
百
尺
附

近
ま
で
は

1
日
卒
均

一
五
尺
を
掘
進
し
､
以
下
は
九
尺
卒
均
に
遮
下
し
て
ゐ
る
｡
界
浦
の
蔓
噂
は

1
日
平
均
十
時
間

で
あ
る
が
.
深
度
を
曝
す
に
つ
れ
て
工
事
上
の
困
難
だ
地
膚
が
硬
度
を
噂
す
に
つ
れ
て
掘
愚
の
割
合
を
接
せ
し
め
た

も
の
だ
恩
は
れ
る
r'
エ
串
者
の
一記
す
塵
に
よ
れ
ば
二
五
〇
尺
附
妃
に
碓
贋
頁
栄
.
四
五
〇
尺
附
進
に
旋
次
潜
､
五
山ハ



○
尺
附
鑑
に
破
き
砂
岩
､
六
二

〇
尺
に
て
数
次
貿

薯
}J
あ

-
'
不
粋
慶
喝
桝
で
は
五
七

〇
尺
に
磯
貿
岩
倉
.
大
和
川

教
工
桝
で
は
≡
0

0
尺
以
下
に
秘
境
粘
土
.
触
貿
砂
'
堺
市
上
水
道
に
て
は
八

〇
〇
以
下
に
凝
次
岩
だ
討
激
し
で
あ

る
｡
こ
れ
等
地
異
の
記
我
は
俄
か
に
虎

じ
雛
い
が
'
約
三
首
尺
を
境
5,J
L
で
.
そ
れ
以
上
に
は
何
れ
も
岩
石
の
記
載

は
稀
で
.
以
下
に
は
､
各
層
な
る
工
事
者
が
其
れ
ぐ

､
岩
石
の
記
載
を
な
せ
る
二
だ
は
多
少
注
意
す

べ
き
で
あ
ら
う

｡
筆
者
は
上
記
の
紀
錦
を
塵
増
し
'
化
石
静
の
状
態
を
考
慮
し
て
約
三
百
尺
を
境
だ
し
.
以
下
は
第
二
冠

鮮
新
暦
'

以
上
は
第
四
紀
洪
積

だ
し
た
い
ご
恩
ふ
｡
し
か
し
両
厨
の
関
係
は
未

だ不
明
で
あ
-
.
研
究
に
伍
す
る
化
石
も
得
な

か
っ
た
か
ら
.
今
は
時
代
の
問
題
に
は
あ
ま
-
梱
れ
な
い
こ
亡
に
し
て
'
慣

ら
に
鮮
新
暦
だ
し
て
達
か
-
｡
各
井
の

社
服
断
面
岡
は
左
渇
の
迫
-
で
あ
る
｡

備

考

川
右
枠
晒
精
勤
曾
赦

桝

大
和
川
染
工
場

何
字
清
川
現
職
大
豆
堀
如
寵
所

僻
大
阪
電
燈
石
挿
担
電
新

川
堺
市
上
水
避

㈲

一
般
的
粒
状
断
面
固

〓

)鮮
新
暦

(?
)

石
浄
晒
精
製
魯

敵
の
襲
非
の
記
銀
に
ょ
れ
ぽ
こ
二
二
〇
尺
附
近
か
ら
三
八

〇
尺
に
至
る
問
は
砂

嚢
頁
岩
繋
叉
は
砂
岩
贋
で
二
枚
介
其
他
の
介
赫
及
棺
物
破
片
を
有
L
t
以
下

7
八

〇
尺
は
凝
淡
紫
砂
及
粘
土
で
五
六

〇
尺
附
近
以
下
は
介
額
及
櫓
物
化
石
を
倉
む
砂
岩
質
約
五
十
尺
あ
っ
て
'
次
に
凝
凝
質
常
磐
及
砂
岩
厨

ど
な
る
｡
即

ち
上
下
二
枚
の
化
石
層
ビ
其
の
間
に
化
石
な
き
中
部
暦
}J
が
あ
る
.
堺
市
上
水
道
で
は
三
二
〇
尺
以
下
四

〇
〇
尺
ま

で
砂
及
粘
土
層
で
介
片
を
有
す
る
｡
各
層
厚
は
少
な
-
ビ
旦

二
甫
九
十
尺
以
上
あ
る
.

三

)
古
期
洪
積
層

地
下

〓

1
0
乃
至

二
〇
〇
尺
附
鑑
ま
で
の
地
層
で
堺
市
北
部
の
地
下
で
は
ま
だ
し
て
粘
土
層

堺
市
四
近
竪
井
地
質

書

式

]
三
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で
砂
層
の
鞘
層
を
爽
み
,
薄
の
商
都
の
地
下
で
は
押
勝
質
の
粘
土
層
で
あ
る
｡
下
部
の
粘
土

層
に
は
介
化
石
及
焼
物

韮
片
を
含
む
O
=
の
地
層
は
大
阪
閏
北
岸
棉
津
閲
甲
山
附
近
に
露
出
す
る
粘
土
層

jヾ
比
較
す

べ
き
も
の
で
あ
る
が
甲

山
附
近
は
断
層
が
東
北
-
田
南
に
克
っ
て
'
五
六
十
度
の
急
傾
斜
を
似
て
地
表
に
露
出
し
て
ゐ
る
｡

(≡
)
新
期
洪
梅
暦

堺
市
東
部
の
砥
姦
地
の
地
下

二

一
〇
尺
附
壁
ま
で
3･砂
株

,̂J
粘
土
ど
の
瓦
厨
で
あ
る
O
堺
市

街
地
の
地
下
は
五
十
尺
-
七
十
尺
位
ま
で
は
洪
粕
層
は
浸
蝕
し
由
っ
て
沖
積
堆
積
物
を
以
て
代

へ
ら
れ
る
｡
上
部
洗

簡
層
の
最
上
部
の
断
面
は
堺
市
東
部
の
低
基
地
の
酋
滴
,
断

崖
の
断
面
に
於
て
塊

ひ得
べ
-
二
尚
野
登
山
域
道
堺
騨

附
近
･
T二
問
丘
附
近
に
露
出
す
る
砂
混
-
の
塵
厨
'
督
ケ
丘
町
附
近
の
粘
土
厨
'
大
和
川
畔
の
褐
色
粘
土
層
.
獲
脊

丘
附
妃
の
青
色
粘
土
層
'
磯
暦
等
何
れ
も
こ
の
地
層
で
あ
る
｡
機
層
は
毒
地
の
究
南
に
萱
る
に
つ
れ
て
厚
さ
だ
大
さ

だ
を
哲
し
っ
～
あ
-
て
大
豆
塚
の
濫
非
種
県
は
こ
れ
を
よ
-
示
し
て
ゐ
る
｡
三
国
丘
は
育
代
士
界
頼
潜
航
で
有
名
で

あ
る
が
そ
の
附
鑑
の
砂
利
は
和
泉
砂
潜
及
僕
岩
が
最
多
で
.
片
麻
岩
も
多

-
.
角
岩
は
魂
岩
中
の
磯
の
分
離
に
よ
る

も
の
沸
経

｡
讃
岐
岩
ら
し
い
も

のも
柿
に
存
在
す
る
｡

(EI
b
沖
蒔
府

沖
積
層
は
堺
市
兼
部
の
低
基
地
以
西
の
低
地
を
な
し
,
北
は
任
膏
卵
政
の
酉
か
ら
ほ

憲
岡
野
餓
道

に
階
-
て
南
し
大
仙
陵

の酋
'
汐
穴
'
石
津
方
面
に
覚
る
兼
を
以
て
洪
楕
厨
ビ
壊
し
て
ゐ
a
.
洪
楕
層
だ
沖
積
層
亡

の
境
は
海
岸
闘
崖

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
境
さ
る
ゝ
の
で
あ
る
｡
沖
梢
層
は
大
部
分
有
史
以
後
の
隆
起
に
か
～
る
も
の

ら
し
-
.
史
家
の
考
給
に
よ
れ
ば
｢
堺
｣
だ
い
ふ
地
名
の
初
め
て
文
聾
に
見
ゆ
る
は
煙
仁
元
年
で
あ
っ
て
.
潜
時
の
交

アグ
チ

通
路
は
壷
地
上
に
あ
っ
た
ら
し
い
｡
堺
市
最
古
の
式
内

閲

口

碑
配
は
元
'
大
仙
陵
.州
近
に
あ
-
.
そ
の
刺
宮
守
た
る

大
念
俳
寺
も
古
-
は
亜
地
上
の
開
口
村
に
あ
つ
た
が
永
砧
年
間
に
現
今
の
堺
市
内
の
甲
斐
町
に
移
さ
れ
た
o
思
ふ
に

堺
市
四
紀
製
非
地
質

孟

f
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五
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六

大
和
川
曲
工
桝
ビ
石
浄
仙
精
製
愈
乱
ど

の襲
升
の
結
果
か
ら
考

へ
る
ミ

准
状
間
に
も
示
し
た
通
-
.
姦
地
上
に

於
け
る
堺
市
上
水
迫
､
大
豆
艶
等
の
断
面
だ
董
な
る
地
層
牽

ボ
し
,
沖
積
層
は
南
部
で
は
約
五

〇
尺
･
北
部
で
は
七

〇
尺
で
あ
っ
て
.
洪
積
厨
亡
は
不
整
各
的
閣
係
を
有
す
る
標
で
あ
る
.
上
層
は
砂
又
は
粘
土
層
､
下
層
は
砂
疎
厨
で
.

上
厨
は
約
三
十
五
尺
'
そ
の
下
部
に
は
容
介
を
食
む
｡
下
層
は
六
尺
の
小
磯
厨
を
敢
止
だ
L
p
襟
二
寸
位
の
和
風
砂

岩
.
片
腕
岩
層
Q
同
株
.
以
下
淡
茸
の
粘
土
層
八
尺
.
多
少
石
英
砂
を
食
む
.
以
下

7
0
尺
は
砂
岩
p
片
腕
岩
'
腔

砦
.
角
薯
.
以
下
七
尺
は
砂
嚢
で
二
枚
介
幕
介
の
化
石
に
富
む
｡
大
和
川
教
工
場
で
調
懲
し
た
虞
に
上
る
ビ

A
rca

s
p
･)
D
o
sin
ia
ja
p
o
n
ic
a
,
m
e
er･u
S
6
1
ecurtu
s
d
iv
a
ric
a
ttlS
(L
isc
h
･)}
T
e
itin
a
(?
)
s
p
.,
C
a
rd
iu
m

sp
"

P
a
n
o
p
e
g
e
n
e
r
o
sa
(C
o
u
ld
),
O
stre
a
s

p
･,
P
e
c
ten
s
p
･,
P
o
ta
rliid
es
m
u
itifo
r
m
is
L
isch
.
-

F

u
s
u
s

s
p

,.

C
a
n
c
ella
r,ia
s
p
en
g
le
ria
n
a
D
e

sh
･,
D
en
ta
iiLlrn
O
cto
g
o
n
u
m
L
a
m
･
(?),
G
e
n
ot
i
a
s
p
,,
N
at
i

c
a
sp
,,

Ba
la
･

n
u
s
s
p
.,
C
e
r
ithiu
m
sp･,
共
他
の
介
摂
で
あ
る
が
.
断
片
が
多
-
て
調
査
不
可
熊
の
も
の
も
多
か
つ
た
｡

以
上
は
罫
に
婁
非
地
質
の
結

果
か
ら
凹
淀
の
厨
序
を
調
査
し
た
に
過
ぎ
な
い
｡
更
に
多
-
の
材
料
を
衆
免
す
る
こ

空
に
よ
っ
て
何
等
か
の
結
果
を
導
き
縛
る
こ
ど
ゝ
思
ふ
.
近
殊
各
種
の
目
的
で
各
所
に
試
み
ち
れ
る
深
井
の
材
料
や

記
銀
は
是
非
保
存
さ
れ
た
い
も
の
で
あ
る
｡


